
東京都・さいたま市―マレーシア国
クアラルンプール市

第1フェーズ（2019～2021年度)では、東京都の知
見をクアラルンプール市（以下、KL市）に展開すること
により、低炭素型の建物制度を具現化するための実務
的なプロセスをKL市に伝授し、KL市の建築物の低炭
素化支援を行いました。第2フェーズ（2022年度～）
では、東京都とさいたま市が培ってきた低炭素街づくり
のノウハウを整理し、カーボンニュートラル街区と設定
されたワンサマジュ地区の低炭素化を支援しました。
特に、日本型の木造高断熱高気密住宅の展開可能性
をマレーシア研究機関と共に調査し、持続可能な街づ
くりへの支援を続けています。COP29では東京都知
事、さいたま市長、KL市長が現地参加し、ジャパンパビ
リオンでこの取り組みを紹介しました。

市全域に関わる脱炭素政策
や建物制度（“ゼロエミッション
戦略”、“東京カーボンハーフ”）
についてクアラルンプール市
を支援

クアラルンプール市の街区開
発を持続可能なエネルギー
マネジメント、持続可能なモビ
リティについて支援

脱炭素街区構築に向けて
脱炭素政策を拡充

都市間連携

都市間連携

現地側コーディネーター

マレーシア国クアラルンプール市における
脱炭素都市・街区実現に向けた制度構築支援事業
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